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『
高
千
穂
ひ
の
か
げ
く
り
』

今
年
も
こ
の
季
節
が
や
っ
て
き
た
！

出
荷

　

高
千
穂
地
区
特
産
の
『
高
千
穂
ひ

の
か
げ
く
り
』
の
出
荷
が
８
月
下
旬

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
出
荷
に
合
わ

せ
て
８
月
28
日
に
宮
水
集
出
荷
場
に

て
、
選
果
機
の
稼
働
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
Ｊ
Ａ
組
合
長
や
日
之
影
町
長

ら
が
出
席
の
も
と
、
選
果
作
業
の
安

全
と
高
値
販
売
を
祈
願
し
て
お
神
酒

上
げ
が
行
わ
れ
、
組
合
長
と
町
長
が

栗
を
選
果
機
に
流
す
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

　

佐
藤
友
則
組
合
長
は
「
長
年
培
っ

て
き
た
こ
の
土
地
の
栗
の
品
質
の
良

さ
に
高
い
信
頼
を
得
て
い
る
。
栗
の

剪
定
班
の
卓
越
し
た
技
術
に
よ
り
冬

の
圃
場
を
守
っ
て
い
た
だ
き
、
毎
年

高
品
質
の
栗
が
生
産
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
感
謝
す
る
。
今
年
も
高
値
販
売

に
努
め
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　

高
千
穂
ひ
の
か
げ
く
り
は
、
生
産

農
家
の
厳
格
な
家
庭
選
別
と
光
セ
ン

サ
ー
式
選
果
機
に
よ
っ
て
、
よ
り
厳

選
さ
れ
た
高
品
質
な
栗
と
し
て
高
い

評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
主
に
加
工

用
と
し
て
関
東
圏
や
愛
知
県
に
出
荷

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
千
穂
地
区
果
樹
振
興
会
く
り
部

会
で
は
、
今
年
度
109
戸
が
67
㌶
を
栽

培
し
、
販
売
数
量
92
㌧
、
販
売
高

６
千
３
百
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
今
年
は
台
風
の
影
響
も
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
果
実
肥
大
と
も

良
好
で
こ
れ
か
ら
二
番
三
番
栗
と

期
待
さ
れ
ま
す
。
出
荷
は
10
月
上

旬
ご
ろ
ま
で
続
く
予
定
で
、
日
之
影

町
宮
水
の
選
果
場
に
は
連
日
の
よ

う
に
栗
が
持
ち
込
ま
れ
選
果
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
９
月
は
週
末
同
集

荷
場
に
て
直
売
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
、
農
産
部
直
販
販
売
課

ま
た
は
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
内
の
サ
イ
ト
で

も
注
文
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
賞
味
下
さ
い
。

『
高
千
穂
ひ
の
か
げ
く
り
』

選果機に栗を入れる日之影町長とＪＡ組合長8月16日に行われた出荷説明会のようす
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　ＪＡ役職員と組合員組織代表者との対話集会

が、８月25日にゆめゆめプラザＴＡＣで行われま

した。各組織の役員24名が参加し、県域ＪＡ後の

高千穂地区の在り方と題したテーマでＪＡ役職員

と対話を行いました。コロナ禍以前に青年部・女

性部が行っていた集会に、産業部が加わり初めて

の試みとなりました。今回は５つのグループに分

かれて意見交換を開し、メンバーにはＪＡ宮崎中

央会の県域ＪＡ設立推進協議会事務局も参加。高

千穂地区の現在の課題、県域ＪＡとなった場合の

高千穂地区の今後など、自由に意見が出され有意

義な討論が交わされました。

●畜産に関する課題●
・改良方針は今のままでよい
か。
・牛の価格が下がりクラスター
事業の支払いが大変。事業を
活用したくても不安。
・飼料代高騰
・後継者がいても嫁がいない。

●県域ＪＡ事務局を交えて●
メリットのある合併をするた
めに、事務局に意見を出して
いく。生産者代表として、ＪＡ
役職員だけでなく私たち自身
が県域ＪＡについて知ってい
ることを広めていく必要があ
るのではないか。

●合併に対する不安●
・合併に対して不安もある。
小さな支所や地区は見捨てら
れるのではないか。
・子牛価格の低迷や生産資材
の高騰など、今後も負の連鎖が
ないことを願う。

●要望●
・若者の人材育成が必要。働く
場所が必要。官民一体となって
取り組んでほしい。
・高速道路を通すよりも、道路
を広くすることがまず大事では
ないか。

●合併後に期待●
・ＪＡ職員の待遇。他地区の
職員と交流が増えることで
情報共有ができることに期
待したい。
・合併後の交渉等により、輸
送費や資材燃料代など農家
の負担が少しでも軽くなる
ことに期待したい。

●他業種との連携●
・年間収入を得るために、林
業、建設業など他業種との連
携を深めていけば兼業として
農家経営も続けていけるので
はないか。
・耕作放棄地の問題にも行政
からの補助金なども活用する
ことも必要ではないか
・合併後は県域で県や国に働
きかけができるので、強みにし
ていくべき。

各グループの
発表事項を
まとめました

ＪＡ役職員と組合員組織代表者ＪＡ役職員と組合員組織代表者
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天秤座　9/23～10/23
【全体運】リーダーシップを発揮すると喜ばれます。困難な状況もあなたの頑張りで打開できるはず。買い物は上旬にツキ。
【健康運】頑張り過ぎないで。友人とお茶を楽しむと◎　　　【幸運の食べ物】ギンナン

蠍座　10/24～11/22
【全体運】美術展やコンサートへ行き、芸術の秋を楽しみましょう。厄介事は収束へと向かいます。推移を見守って。
【健康運】頑張りが利きます。目の使い過ぎに注意して　　【幸運の食べ物】さんしょう

乙女座　8/23 ～ 9/22
【全体運】 あなたの優しさが周りの人を和ませます。 気遣いを見せて。 長年の思いがかなう予感も。 旅行に行くのもお勧めです。
【健康運】 食べ過ぎに注意。 おいしい物を少しずつ　　　【幸運の食べ物】 シイタケ

中川登田んぼアート中川登田んぼアート

獅子座　7/23～8/22
【全体運】おいしい物を食べに出かけましょう。フットワークよく動き回ると幸運に出合えます。下旬は家の片付けを。
【健康運】急な過負荷に注意を。準備運動を念入りに　　【幸運の食べ物】トウガン

夏の総合展示会開催夏の総合展示会開催
　夏の総合展示会が８月26日にＪＡ家畜市場で

開催されました。今回も大型農機具、農業資

材、生活資材など多くの展示販売が行われ、電

動工具の実演会も行われました。1000人を超え

る来場者で賑わい地域の方々とのふれあいの場

となりました。多くの方のご来場誠にありがと

うございました。

　また、ＪＡ高千穂地区公式ＬＩＮＥの登録で

マキタの高圧洗浄機が当たる抽選も開催し、後

日厳正なる抽選の結果、日之影町の草野奈津美

さんが見事当選されました。おめでとうござい

ます。草野さんは「欲しかったのでとても嬉し

いです。大切に使います」と話しました。

●福引き大抽選会●　当選者

一等：レストラン和商品券（5,000円分）

☆高千穂町山附　　飯干　則光さん

☆高千穂町五ヶ所　立本　博さん

　高千穂町中川登の田んぼアートが９月の

初めに見頃を迎えました。今年の絵柄は、

昨年話題となった高千穂牛日本一や二刀流

などをバットとボールを持ったかわいい牛

の絵柄で表現。今年も見事なアートができ

道行く人たちの目を楽しませていました。

毎年どんな絵柄ができるのか楽しみです。

９月号に引続き・・

五ヶ瀬町のブドウが紹介されました

　ＮＨＫ『てげビビ！』内のコーナー「地産地消おいしい宮崎」

（９月５日・12日・19日放送済）にて、五ヶ瀬町のブドウが紹

介されました。鞍岡の真柴陽さんのブドウ園では13種類のブド

ウを栽培しており、９月はシャインマスカットの収穫最盛期。

同じく鞍岡の藤木浩美さん経営のイタリアンレストラン『ＣＯ

ＲＡＳＩＴＡ』で、シャインマスカットを使った料理を作りま

した。

　真柴さんの作るブドウは、糖度18度以上種なしで丸ごと食べ

やすいのが特徴です。標高の高さを生かして作られるブドウは

糖度と酸味のバランスが絶妙。イタリア料理研究家の資格をも

つ藤木さんの手にかかれば美味しさが際立ちます。ぜひ五ヶ瀬

町のブドウを食べてみてください。

　ＪＡ高千穂地区は、小中学校などでの交通

安全教室で使用し交通安全の啓蒙と事故防止

に役立ててもらおうと、高千穂地区交通安全

協会へ自転車用ヘルメットと交通安全啓発用

ポケットティッシュを寄贈しました。

　高千穂地区交通安全協会の佐藤定会長は

「大変有難いことで９月の交通安全運動に合

わせて活用していきたい。今後も小中学生へ

自転車用ヘルメットの必要性を啓発していこ

うと思う」と話しました。

ＪＡの地域貢献活動

自転車用ヘルメットを寄贈自転車用ヘルメットを寄贈

▲９月１日、上押方甲斐重光さんがドローンにて撮影

▲ブドウ生産者の真柴さん（右）と
『CORASITA』のオーナー藤木さん（左）

▲寄贈されたヘルメットとポケットティッシュを持
つ佐藤会長（中央）

▲マキタ高圧洗浄機が当選した草野さん（右）








